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２ 事業の概要・スキーム

１ 事業の目的

○ 「こども未来戦略方針」（令和５年６月13日閣議決定）を踏まえ、「こどもまんなか社会」の実現に向けて、地域社会、企業など様々な場で、
年齢、性別を問わず、全ての人がこどもや子育て中の方々などを応援するといった社会全体の意識改革を進める必要がある。

○ この意識改革のための取組として、「こどもまんなかアクション」を展開するとともに、国民のニーズを踏まえた施策を進めるための戦略的広報等を実
施する。

３ 実施主体等

（１）こどもまんなかアクションの推進
地方自治体、企業、個人などによる「こどもまんなか応援サポーター」の自主的な取組を推進するため、
メディア、SNS、イベント・シンポジウムを通じて情報発信を実施する。

（２）子育て世帯を優しく包み込む社会的機運の醸成のための情報発信
Ｚ世代主体のプロジェクトチームによる情報発信等を実施する。

（３）若者団体に関する調査研究
「こどもまんなか社会」の実現に向け、若者が主体的に活動して社会に参画する団体についての国内
外での取組事例等に関する調査研究を実施する。

（４）こどもの意見聴取のためのこども家庭庁HP機能向上
こども向けWEBサイトについて、「こども若者★いけんぷらす」メンバー等へのわかりやすい情報発信や
参加機会を拡充するための機能向上を行う。

国（民間事業者等へ委託）

こどもまんなかプラネタリウム

（熊本市立熊本博物館）
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こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革
長官官房 総務課（※２(２)・(３)は長官官房 参事官（総合政策担当））

見
直
し

※(１)(３)(４)は令和５年度補正予算により前倒し実施

令和６年度当初予算案 0.9億円（2.3億円）

令和５年度補正予算額 6.1億円
（うちデジタル庁一括計上予算：0.7億円）



１．趣旨
こどもや子育て中の方々が気兼ねなく様々な制度やサービスを利用できるよう、地域社会、企業など様々な場で、年齢、性別を問

わず、全ての人がこどもや子育て中の方々を応援するといった社会全体の意識改革を進める。

２．これまでの取組と今後のスケジュール
５月２日 「こどもまんなか応援サポーター」取組の発表

・「こどもまんなか」に向けた自発的なアクションと「♯こどもまんなかやってみた」を付けてSNS等で発信するよう

企業・個人・自治体などに広く呼びかけ。

令和5年７月22日 「こどもまんなかアクション」キックオフイベントの開催 「こどもまんなかアクション」 の本格始動を宣言
８月8日 「こどもまんなかアクション公式LINE」の開設 お友だち1万人超
９月29日 「こどもまんなか応援サポーター」の好事例の発信開始
10月30日 リレーシンポジウム各地で開催スタート 令和6年3月までに全国10か所で実施

（和歌山、神奈川、奈義町、埼玉、北九州、北海道、愛媛、福山市、大分、福井）
11月 「秋のこどもまんなか月間」、「ニーズ調査結果」公表、「こどもまんなかアワード」発表

「こどもまんなか応援サポーター」とのアクション連携
令和6年1月～3月 子育てメディアでのタイアップ記事公開。

R６年度に向けて、リレーシンポジウムなど各自治体に開催希望の照会。
サポーター企業・団体との取組連携、調整中。

5月 「春のこどもまんなか月間」の実施

32道府県はじめ241自治体、770の団体・企業・個人がこどもまんなか応援サポーター参加。 ※令和6年1月現在

「こどもまんなかアクション」の展開
こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革
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こどもまんなか応援サポーター概要

SNS(Twitter、Instagram等）やYouTube上でそれぞれのアクションを ＃こどもまんなかやってみた をつけて発表。
積極的な発信とアクションのご協力をお願いいたします。
こども家庭庁はリツイートやホームページでのご紹介等で拡散とみなさまのアクションの見える化を行います。

「こどもまんなか」

【こどもまんなかの趣旨に賛同し、自らもアクションに取り組んでいただける個人、団体、企業、自治体などを「こどもまんなか応援サポーター」と呼んでいます】

１ こどもまんなかの趣旨に賛同する。

こどもまんなか社会実現に向けて、賛同した方・団体メンバーご自身が
こども若者に対して何ができるのかを考えるきっかけづくり。

２ サポーターご自身が考える「こどもまんなか」なアクションを実行する。
こども・若者に意見を聴き尊重した上で何ができるか、の答えはさまざま、正解はありません。
それぞれにできる、こどもまんなかに向けたアクションをぜひお願いします。

※ アクション例
・「こどもかいぎを開いて、こども・若者の意見をきいて〇〇に反映してみた」
・「こども食堂を手伝っている」 ・「電車の乗り降りで、ベビーカーを優先する」
・「トイレの行列など、子連れに順番譲っている」 ・「荷物を持ってるお子さん連れに、ドアあけてあげる」

３ ご自身・団体のアクションを発信したり、地域社会に広く参加を呼びかける。

※ みなさんに使っていただける「こどもまんなかマーク」を投票により決定。
ホームページから登録いただくことによりご活用いただけます。

こどもや若者の意見を聴き、その意見を尊重し、
こどもや若者にとってよいことは何かを考え、
自分ができるアクションを実践していきます。
どんなこどものことも考えていきます。

こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革（続き）
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広がっています！こどもまんなか応援サポーター
32道府県 ２０６市区町村 企業・団体７４９ 個人参加１２６ に拡大中 ※1月現在

南九州大学

伊藤忠商事水戸市

自治体のみなさま、団体のみなさま、企業のみなさま、みなさまの取組やアクションを
全国でつなげていき、「こどもまんなか」をひろげていきましょう。＃こどもまんなかやってみた

熊本県とくまモン

第３の場所 いまりば

こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革（続き）

Jリーグ

埼玉県

日本航空 みずほ銀行

ファミリーマート
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こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革（続き）

こどもまんなか応援サポーターの取組好事例を庁のホームページや
アクション公式LINEで紹介。参加の輪を広げる。

LINE配信イメージ ホームページ掲載例

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-mannaka/case/
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こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革（続き）

意識改革は、点（自治体）から面（地域の企業・団体ぐるみ）への広がりへ。

【札幌市の例】
こどもたちへお仕事・社会体験を提供するイベント「ミニさっぽろ」
を通じて協力会社56社もいっしょに応援サポーターに参加。

【岡山県の例】
経済６団体をとりまとめてサポーターに一斉参加。
県ぐるみでの「子育て応援企業」を募集し、活動を広
げる。
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こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革（続き）

「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウム の開催

◆R６年度は全国15か所程度の開催を予定

◆R5年度開催実績
・和歌山県・神奈川県・奈義町・埼玉県・北九州市・北海道・愛媛県・福山市・大分県・福井県・栃木市

こども・子育てにやさしい社会の機運醸成のために、自治体を主体としたシンポジウムを協力して開催。
こども家庭庁から職員を派遣し、各政策の説明やこども未来戦略を理解促進をはかると同時に
地域での課題解決に向けた取組の紹介や意見交換を実施。
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事 務 連 絡
令和６年１月12日

各都道府県子育て担当課 御中
各指定都市子育て担当課 御

こども家庭庁長官官房総務課

令和６年度「こどもまんなかアクションリレーシンポジウム」の推進について（協力依頼）

平素より貴団体におかれましては、こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革の取組にご尽力いただき、厚く御礼を申し上げます。

令和５年12月22日に閣議決定された「こども未来戦略」において、「こども・子育て政策を実効あるものとするためには、行政が責任をもっ
て取り組むことはもとより、こどもや子育て中の方々が気兼ねなく様々な制度や支援メニューを利用できるよう、地域社会、企業など様々な
場で、年齢、性別を問わず、すべての人がこどもや子育て中の方々を応援するといった社会全体の意識改革を進める必要ある」としていると
おり、こども・子育てにやさしい社会づくりのためには、こどもや子育て世帯を社会全体で支える機運を醸成する必要があります。
その取組の一つとして、昨年10月より「こどもまんなか宣言」の趣旨に賛同いただいた地方自治体と連携し、「こどもまんなかアクションリレー

シンポジウム」を開催し、こども、子育て、働き方等様々なテーマに関する各地域の課題に対し、企業・団体、地方自治体、個人等が連携
していくための様々な意見交換や先進事例紹介等を実施するとともに、こどもや子育て世帯等を地域全体で支える機運を醸成すべく、取り
組んでいるところです。
企業・団体、地方自治体、個人等の取組との連携を広げていくとともに、こどもや子育て世帯を社会全体で支える機運をさらに醸成すべく、

令和６年度においても地方自治体と連携して「こどもまんなかアクションリレーシンポジウム」を開催していきたいと考えております。
ついては、下記の通り実施費用の一部をこども家庭庁が負担する予定としていますので、貴自治体における「こどもまんなかアクションリレー

シンポジウム」の開催の検討をお願い申し上げます。
なお、各都道府県におかれましては、貴管内の市区町村へ周知いただきますようお願い申し上げます。

記

負担割合：１／２（200万円を上限、委託費として支出）
開催概要：意見交換、先進事例紹介の実施、こども未来戦略の紹介 等
対象自治体：都道府県、市区町村

※ 希望自治体多数の場合は、調整させていただく場合があります。
上記の詳細については、担当までお問い合わせください。

（担 当）
こども家庭庁長官官房総務課
TEL: 03-6771-8030
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こどもまんなか応援サポーターとの取組連携

こども・子育てにやさしい社会づくりのための意識改革（続き）

【VIVISTOP博多】
こどもたちの映画作りワークショップに職員が参加

【ファミリーマート】
ファミマこども食堂に職員が参加
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